
平成18年3月20日 核融合フォーラム第３回全体会合

「社会と核融合クラスター」活動報告

東京大学
小川雄一、江尻晶

・高校生シンポジウム
・Martin Peng博士（米国）の高校での特別講演
・「社会と核融合クラスター検討会」（平成18年3月22日）
・核融合フォーラムWWWサイトの整備

・広報体制の充実化
・若手アンケート



高校生シンポジウム活動

高校生シンポジウム

●開催スケジュール
・平成17年12月10日（土）

・日本科学未来館（東京お台場）

●プログラム
・開会式
・高校生のポスター発表

昼食
・M. Peng氏の基調講演

・高校生の口頭発表
・講評と表彰式



Martin Peng (PPPL) 氏の来日と日本国内での啓蒙活動

12月 4日〔日〕：来日
5日：日本科学未来館の見学と講演

6日：和光国際高校(埼玉）での授業
7日：核融合研滞在

8日：名城大学付属高校（名古屋）での授業

9日：立命館高校(京都）での授業

10日：高校生シンポジウム（日本科学未来館）
12月11日〔日〕：帰国



●フォーラムWWWサイトの整備
非専門家に核融合、ITERを理解してもらうために、ボランティアがコンテンツを整備中

（１）ITER Home Pageの翻訳版作成
ITER日本チームと協力してH.17.10より公開。６名で整備中

http://www.naka.jaea.go.jp/ITER/official-J/iter_cover.htm
（２）用語集

H.17.7より公開。２名で整備中。現在４６語
http://www.naka.jaeri.go.jp/forum/yougo/index-g2.html

（３）用語解説集：サンプル作成中
（４）書評追加。現在合計７冊を紹介。

●主要研究機関へ，広報体制充実の提案書送付
６機関（日本原子力研究所、核融合科学研究所、プラズマ・核融合学会、日本原子力学

会核融合工学部会、核融合科学ネットワーク委員会、核融合炉工学ネットワーク委員会）に
「核融合広報ネットワーク（仮称）の提案」を送付し、日本原子力学会核融合工学部会から
返事あり。

http://www.naka.jaea.go.jp/ITER/official-J/iter_cover.htm
http://www.naka.jaeri.go.jp/forum/yougo/index-g2.html


ITERホームページの翻訳 http://www.naka.jaea.go.jp/ITER/official-J/iter_cover.htm

http://www.naka.jaea.go.jp/ITER/official-J/iter_cover.htm


用語集 http://www.naka.jaeri.go.jp/forum/yougo/index-g2.html

http://www.naka.jaeri.go.jp/forum/yougo/index-g2.html


若手アンケート（意識調査）

趣旨：ITERは長期にわたる計画であり、これまでITER計画を主導してきたシ
ニア世代、これからITERを担う若手世代が協力しITERを責任を持って遂行しな

ければならない。したがって今後の計画に若手の意見を反映させ、研究しやす
い環境を整えることが必要。

経緯：2005年のプラズマ・核融合第２２回年会で「特別企画（ITER計画の推進

に向けて）」を主催し、その事前意識調査として本アンケートを実施。

実施時期：2005年11月

対象：プラズマ・核融合研究にかかわる若手

実施方法：プラズマ核融合学会ＭＬ、核融合若手ＭＬで調査案内。アンケート
内容はメールで送付、Webで公開。Mailで回答を送付。匿名で集計



回答者属性 回答者５９名について

20代

30代

４０代

年齢：30代が多い 専門：磁場が半分以上

磁場

慣性

炉工

基礎

応用

専門：実験が多い
所属：大学・研究所が大半

実験

理論

設計

大学

研究所

民間



ITER参加の障害

ある

ない

わからない

障害あり（３３名）：

現在の仕事との兼ね合い（フランス
では会社の受注チャンスがない、大学
の仕事が忙しい、会社の事業と異なる。
帰る場所があるかどうか）（11名）

地理的条件・旅費（7名）

家庭家族の事情（住環境、教育環境、
家族と離れる）（6名）

言語・海外生活（3名）

（別の項目から）意欲は非常に高いが

ITERがフランスに決まったことの影響は大



ブローダーアプローチ（B.A.）について

ITER遠隔実験

核融合計算機ｼ
ﾐｭﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
原型炉設計・
R&D調整ｾﾝﾀｰ
サテライトトカマク

IFMIF-EVEDA

なし

ITER遠隔実験

核融合計算機ｼ
ﾐｭﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

原型炉設計・
R&D調整ｾﾝﾀｰ

サテライトトカマク

IFMIF-EVEDA

なにに期待しているか

どのB.A.に参加したいか

どのB.A.にも一定の期待をしている。

参加ではIFMIF-EVEDAが増える。



B.A.への要望

ある

ない

どちらでも
ない

各B.A.に対する要望（個別意見）

遠隔実験施設

具体性のある説明、意義のある施設に

シミュレーションセンター

遠隔からの利用、ハードよりも人材育成

原型炉調整センター

炉工学R&D、トリチウム関連R&Dの追加

サテライトトカマク

期待（トップ、柔軟性、共同研究、ITER後）

ITER後の物理につながる

IFMIF-EVEDA

プラズマ研究との連携

日本への誘致

B.A.全般

交通の便のよい所（研究者、家族、

学生教育）６名

人事（若手、民間の登用）４名

方針・位置づけ・必要性の明確化３名

情報公開

成果をあげること



ITERやB.A.の活動・情報発信・議

論等に関して何が不足しているもの

一般社会への説明

他の学術分野への
説明

ITERに関する核融
合ｺﾐｭﾆﾃｨ内での
議論

回答者59名に
対しのべ115名



若手としてのITER, B.A.への要望

ある

ない

ある（３３名）

人的資源９名

（ポスト、若手登用、適正配分、雇用
予算、人材育成、企業参加、キャリ
アパスの明確化）

情報公開８名
（ITERとは, B.A.とは, 資金の流れ、

人材募集、啓蒙活動、米国における
参加者募集活動を参考に）

その他
ITER後
（デモ炉、トリチウム、炉

材料、エネルギー戦略）

ITER,B.A.推進



まとめ：若手の声
ITERへの期待、参加希望が高まっている一方で、ポスト、

参加方法などの具体的な情報が不足。現在の仕事との兼
ね合い、家庭事情が不安要素。

B.A.については情報・議論が不足。人、場所についての

要望が多い。

ITER後のデモ炉を見据えた戦略の議論、ITERを補完す
るR&D活動、人材育成が必要。

一般社会への啓蒙活動

個別意見をふくめた結果の詳細は核融合若手ＭＬ

http://fusion-wakate.iae.kyoto-u.ac.jp/で公開中

アンケート立案については核融合若手ML、集計では高温プラズマセンター事務のご協力を頂きました。
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